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平成２１年度 

当初予算案の概要 

京 丹 後 市 

一般会計 
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予算編成方針 

  “産業･雇用 緊急･総力支援策” 
     ２つのポイント ・ 産業･雇用緊急経営支援策 

             ・ 京丹後市発足以来最大の投資的経費の確保 

  “子育て”応援 
  “安全･安心”まちづくり 
  “まちの未来開拓”への取り組み 
     （1）豊かな特色を活かした飛躍へ向けた挑戦 

     （2）百歳健康長寿など健康長寿の更なる推進 

  昨年来の急速な景気後退と雇用環境の変化のなかで懸命に踏ん張っている昨年来の急速な景気後退と雇用環境の変化のなかで懸命に踏ん張っている
地域産業、市民の皆さんの仕事や生活を全力を挙げてお支えすることを最優地域産業、市民の皆さんの仕事や生活を全力を挙げてお支えすることを最優
先とした予算編成とする先とした予算編成とする    

その１ 

その２ 

その３ 

その４ 



 

  3 

予算の規模 

  一般会計予算  ２９９億６,０００万円 
           （⑳   ２８３億３,０００万円） 対前年度比 ５.８％ 
 

 
 
    平成２１年度当初予算は、平成２０年度当初予算が市長選挙のため骨格型予算であったため、実質的な肉付後予算（⑳６月 
     補正後予算 ３０９億１,２５３万円）と比較すると△３.１％であるが、肉付後予算には通常の６月補正予算で計上される予算額も 
     含まれているため単純に比較できない 

【参考】 

 地方財政計画 △１.０％  

予算規模の推移
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※１６年度は合併による旧町打切分を含む 

※２０年度は骨格型予算 

雇用･産業･生活を全力で支える市民生活最優先の予算雇用･産業･生活を全力で支える市民生活最優先の予算  
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市税の状況 

市税の推移
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 昨年来の急速な景気後退の影響による法人市民税の大幅な減収のほか、平成21年度は固定
資産税の評価替の年であり、評価の見直しによる減収が大きいものと見込まれる 

 市税総額  54億6,168万円（⑳57億4,014万円） 

             前年度比 △2億7,846万円 △4.9％ 

△  3.0％ 前年度比 △     2,000万円 （⑳   6億7,000万円） 6億5,000万円 ・市たばこ税 

△  3.1％ 前年度比 △     7,843万円 （⑳   24億9,659万円） 24億1,816万円 ・固定資産税 

△36.3％ 前年度比 △1億4,113万円 （⑳   3億8,834万円） 2億4,721万円 ・法人市民税 

△  2.2％ 前年度比 △     4,336万円 （⑳   19億8,451万円） 19億4,115万円 ・個人市民税 

（主な内訳） 

※１９年度から、国の三位一体の改革により所得税から個人住 
 民税への税源移譲が実施されたため、１８年度以前とは単純 
 に比較できない 

【参考】 

 地方財政計画（市町村分）△４.0％  
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市債の状況 

   ２１年度末市債残高見込（一般会計） 

                ４１９億５,７６２万円 

   （対２０年度末 △７億７,８８５万円、△１.８％） 

   

  ⇒ 京丹後市発足時と比較し、市債残高が約４８億４千万円減少 

市債残高の推移
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“産業･雇用 緊急･総力支援策”の主要項目 

 借入資金返済1年すえおき支援策（あんしん借換資金等利子）  80,589千円 
     市内商工業者等が事業運営に必要な借り入れ資金の利子補給をすることで、資金調達を円滑にし、市内商工業等の振興を支

援しているが、景気の悪化に伴い借入資金の元金償還を1年間据え置かせる効果のある「京都府あんしん借換融資制度」を活
用した場合は、その償還利子を平成21年度に限り全額補給することで、更なる経営安定を図る 

 あんしん雇用環境づくり（中小企業緊急雇用安定助成金）   69,440千円 
     景気の変動等により事業活動の縮小を余儀なくされた中小企業事業者が、雇用者の就業維持のため国の中小企業雇用安定助

成制度を活用し雇用者を一時休業等させた場合の休業手当等の一部を助成(1/5)することにより雇用者の就業維持をめざす 

 地域雇用環境整備特別対策（雇用機会の創出）        50,000千円 
     深刻さを増す雇用情勢に対応するため、緊急雇用対策として継続的な雇用機会の創出が見込める新事業展開および一時的な

雇用機会を提供する臨時的雇用の両側面から委託および直接雇用事業を実施し、多くの雇用機会を提供する 

 信用保証料補助金                     50,000千円 
     市内商工業者等が事業運営に必要な運転資金や設備資金を借り入れる際に負担する信用保証料協会への保証料の一部を補助

することで、資金調達を円滑にするとともに市内商工業の振興を支援する 
 丹後･知恵のものづくりパークとの連携                22,194千円 
     京都府北部地域のものづくり産業の振興を図るため、｢丹後・知恵のものづくりパーク｣(日本電産旧峰山工場)の研修事業、

施設等管理運営費に対する京丹後市の負担金 

 製造･加工業経営革新等推進事業補助金              8,000千円 
     多く地域資源の多角的な活用を推進するため、個々の企業の技術的強みや地域の潜在資源の価値を可視化させるための販路

開拓やグループ化、異分野進出などを実施する事業者に対して補助金を交付する(補助率1/2、上限2,000千円) 

 広域誘客活動の支援                            6,000千円 
     観光協会が作成する観光パンフレット、外国語パンフレット(4種類)および体験観光パンフレットの作成を支援する 

雇用･産業･生活を全力でお支えする 

① その１ 

新 

新 

新 

    産業･雇用緊急経営支援策 ポイント ポイント 

拡 

拡 

拡 
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 水洗化推進支援事業補助金                 6,000千円 
     水洗化を推進し公共水域の水質保全と住環境の向上を推進するとともに、民間資金の活用を促進し地域経済の活性化を図るた

め、市内業者を利用して行う既存住宅の排水設備工事費に対して補助金を交付する(補助上限：3万円) 

 建設業需要拡大緊急支援                          3,000千円 
     緊急経済支援対策として、市内の建設業者により住宅改修を行った場合に要する経費の一部を助成する(50万円以上の住宅改

修を対象として3万円を交付) 

 企業誘致雇用創生促進                     2,433千円 
     市内の雇用創出を実現するため、企業情報の収集のほか、地道な企業･事業誘致活動を行う 

 新規就農等拡大のための遊休農地の利活用            2,214千円 
     京丹後市が農業公社に代わり農地保有合理化事業により新規就農者の育成および農家の経営規模拡大に向け、遊休農地等の利

活用をすすめるため斡せん等の調整を実施し、遊休農地の解消をめざす 

 ホームヘルパー2級課程講座開催補助金            2,000千円 
     雇用拡大と福祉職場の人材確保のために丹後地域職業訓練協会が行うホームヘルパー2級課程講座の開催経費を支援する 
 工場立地の奨励（工場新増設・雇用促進）                  1,200千円 
     工場を新増設した「指定工場」に対し地元新規雇用に係る補助金を交付することにより、市内の企業立地(新設または増設)並

びに地元新規雇用者の拡大を支援する    

 建設産業経営革新等事業費補助金                      1,000千円 
     建設産業の構造改革を促進し地域経済の活性化や雇用の安定に資することを目的に、建設業者が行う経営基盤強化や経営の多

角化等を支援する 

 経営講座・経営相談開催                     224千円 
     経営講座を開催し、事業経営に必要な知識とスキルを習得していただくとともに、個々の経営状況にあった適切なアドバイス

を行うため、専門家による個別相談会を開催する 

 離職者支援資金利子補給金                      22千円 
    失業により生計の維持が困難となり、再就職までの間に社会福祉協議会の「離職者支援資金」を借り受けた世帯に利子の一部

を補給する 

② その１ 

主要項目計 3億  432万円 

雇用･産業･生活を全力でお支えする 

“産業･雇用 緊急･総力支援策”の主要項目 

新 

新 

拡 

新 

新 
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“産業･雇用 緊急･総力支援策” 
 京丹後市発足以来、最大の投資的経費の確保 

   ２１年度投資的経費（一般会計）      ４１億８,５１５万円 
                （対２０年度 ８億９,４３３万円、２７.２％） 
   ⇒   ２０年度３月補正予算で、地域活性化・生活対策臨時交付金（国の２次補正関連）を活用した 
       ６億円規模の公共事業を計上し、その全額を２１年度に繰り越して実施することとしているた 
       め、『京丹後市発足以来、最大となる投資的経費』の執行が可能 

投資的経費の推移
（当初予算比較）
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※１６年度は打切決算に伴う 
   旧町繰越分は除く 
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“子育て”応援の主要項目 

 子ども医療給付（中学生まで）                141,957千円 
     乳幼児、小学生、中学生の健康保持と子育てに係る経済的負担を軽減するため、医療費の一部を助成する(自己負担：医療

機関毎に月200円) 
 

 宇川統合保育所整備                     109,661千円 
     保育所再編等推進計画基づき、上宇川保育所と下宇川保育所を統合し、新たに乳児保育も実施するために現在の上宇川保

育所を大規模改造する(平成22年4月開所予定） 
 

 放課後児童クラブの拡充                   68,096千円 
     学校の放課後および長期休業期間中の家庭保育に欠ける児童の健全な育成を図るため実施している放課後児童クラブの運

営費(対象：小学校1～3年生、平成21年4月から1か所増設し10か所で実施） 
 

 妊産婦健康診査公費負担の拡充              39,078千円 
     妊産婦が適切な時期に適切な健康診査を受診して安心して出産を迎えることができるよう妊婦健康診査を受診する費用の

一部を助成する(5回→14回へ) 
 

□    子育て支援センター                     11,880千円 
     地域の子育ての拠点として、育児相談･情報提供など在宅で子育てをしている親とその子どもを支援するため、子育て支援

センターを開設する(センター型：大宮、ひろば型：峰山、網野、丹後、弥栄、久美浜) 
 

 次世代育成支援行動計画策定                 2,500千円 
     次代を担う子ども達の健やかな成長と育成に適したまちづくりの基本となる次世代育成支援行動計画(後期計画)を前期計画

の進捗状況および平成20年度に実施したニーズ調査を基にして策定する(計画期間：平成22年度～26年度) 

子どもを生み育てることの喜びを感じる社会の実現 

① その２ 

拡 

拡 

拡 

拡 
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“子育て”応援の主要項目 

 ファミリーサポートセンター               1,511千円 
     育児の援助を受けたい者(おねがい会員)と育児の援助を行いたい者(まかせて会員)を登録し、会員同士の育児に関する援

助活動の調整などを行うサポートセンターを運営する 
 

 発達障害児等早期発見･早期療育支援            674千円 
     保育所などの年中児を対象に専門家のスクリーニングにより集団の苦手な子ども(発達障害児等)を早期に発見するとと

もに、安心して就学ができるよう支援する (平成21年度は7か所で実施) 

 
 子育て応援ハンドブック・こどもの症状とケアのポイント   662千円 
     保護者の子育ての不安の軽減を図るため、子育てや軽度な病気時の対応などを掲載した子育て応援ハンドブックなどを

発行し配付する(平成21年6月配付予定)  
   

 子ども未来まちづくり審議会                295千円 
     子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりを進めるため、「子ども未来まちづくり審議会」を設置し、次世代育成支援

対策関係の審議等を行う(委員10人) 
 

 家庭こども相談室                     260千円 
     子どもや家庭環境を取り巻く社会環境の多様化がすすむなか、児童虐待･不登校･養育力低下･育児不安等さまざまな事例

に対応した相談指導等を充実するため、家庭子ども相談室を開設する 

子どもを生み育てることの喜びを感じる社会の実現 

② その２ 

主要項目計 3億7,657万円 

新 

病院へ行く前に 

新 

新 
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“安全･安心”まちづくりの主要項目 
 小学校施設の耐震診断および中学校施設の耐震補強           68,423千円 
       旧耐震基準で設計、建築された小学校のうち3校について耐震診断を実施する(吉原小学校、鳥取小学校、間人小学校)とと

もに、耐震二次診断の結果に基づき、峰山中学校体育館の耐震補強工事を実施する 

 網野地域内水処理対策                      60,000千円 
       網野町浅茂川地区の内水処理対策事業として国の浸水対策下水道事業を活用し、抜本的な対策事業の実施のための実施設計

業務を行う 

 有害鳥獣対策の強化                       55,754千円 
     拡大傾向にある野生鳥獣による農作物被害防止対策を強化する 
      ・有害鳥獣駆除を猟友会へ委託(猟友会へは捕獲実績に応じて支払う） 
      ・地区等が購入する捕獲施設(檻・柵)の購入費の一部を助成(1/2補助) 
      ・地区等が購入する金網柵・電気柵の購入費の一部を助成(地区等の負担は3割) 
      ・畜産農家と地域住民が連携して耕作放棄地に牛を放牧し、耕作放棄地や鳥獣被害の発生防止を図る活動を支援 
      ・丹後町から弥栄町の一部へと拡大傾向にある猿被害対策として、猿追払い犬の導入を試験的に実施する地域を支援 

 防火水槽新設                             36,000千円 
     火災発生時に備え、消防水利の充足率の低い地域に防火水槽を設置する(4基) 

 高規格救急車更新                         32,173千円 
     平成10年度に購入した網野分署配置の車両および資機材一式の更新を図り、救急・救助事故等に迅速、的確に対処するとと

もに、近年の救急業務高度化にも対応可能な高規格救急自動車および積載資機材等の整備を行う 

 ため池等農地災害危機管理対策                   26,676千円 
     ため池の機能回復と永続性を確保し、農業生産性の向上と農業経営の安定を図るとともに地域防災に資するため、老朽化し

た 
           危険ため池の整備を行う(期間：平成19～22年度) 

 防災行政無線の運用                              24,443千円 
     災害時等における行政と市民及び防災関係機関相互間の災害情報伝達手段として有効に活用するため適切に運用する 

□□    福祉タクシー等利用料助成金（ガソリン券導入）                          7,217千円 
                            外出困難な障害のある方を支援するため、従来のタクシー利用券のほか、個人車両のガソリン費用の一部を新たに助成する 

安全で安心して暮らすことができる社会の実現  

① その３ 

拡 

新 

拡 

拡 
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“安全･安心”まちづくりの主要項目 

 『ＦＭたんご』の活用                     5,051千円 
     さまざまな媒体を通じて市民との情報の共有を進める中、今春開局予定の地域に密着・特化した番組を放送できる“FMたんご”を 
           運営するNPO法人「京丹後コミュニティ放送」に、市の情報を発信するため放送を委託する(毎日3回・週5日) 

 斎場建設計画の推進                      3,362千円 
     火葬場(竹野川斎場、網野火葬場、久美浜火葬場)の老朽化が著しいため、斎場整備に関する基本的な方針を示し、新しい斎場建設に 
           係る基本計画を策定する 
 公営住宅ストック総合活用計画策定                   3,000千円 
     現在ある公営住宅の効果的な運営や居住環境の向上並びに計画的に建替えを図るための基本となる計画を策定する 

 くらしの資金貸付金の拡充                  2,800千円 
     生活の不安定な低所得世帯に対し、一時的に必要な資金を貸付ける(貸付限度額を10万円から20万円に引き上げ) 

 橋りょう長寿命化                           2,500千円 
    市が管理する橋梁は876橋あり、今後急速な老朽化が進み膨大な改修経費等が必要となることが予測されるため、「橋梁長寿命化 
          修繕計画」を策定するための調査を実施する(平成21年度は延長15m以上の50橋梁を調査予定) 

 自殺予防対策                        2,044千円 
     ｢京都いのちの電話｣、｢こころの相談電話｣への市内からのフリーアクセスを可能とするなど、自殺者ゼロのまちづくりを実現する 
            ための自殺予防対策を推進する 

 木造住宅耐震診断および耐震改修補助金                  1,760千円 
     昭和56年以前の木造住宅のうち旧耐震基準で耐震性能の低い住宅については、地震時に倒壊する可能性が高いことから耐震診断の 
           実施にあわせ、現在の基準に適合する耐震改修に要する設計費・改修費に対し補助金を交付する 

 地震想定防災訓練実施                            1,030千円 
     全市域を対象として大規模地震の発生を想定した防災訓練を8月末に実施する。地域や自主防災組織、災害時応援協定団体、防災 
            関係機関との協力を得て実施する予定 

 消防団協力事業所表示制度の創設                        50千円 
     消防団員が活動しやすい環境整備のため、消防団員となっている社員が活動しやすい職場環境や処遇を整備している企業を認定し、 
            表示証を交付する制度を導入する 

安全で安心して暮らすことができる社会の実現  

② その３ 

主要項目計 3億3,228万円 

新 

新 

新 

新 

拡 

拡 

拡 

拡 
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“まちの未来開拓”への取り組みの主要項目 

 丹後ファッションウィーク開催支援                    7,000千円 
     機業のビジネスチャンス獲得に向けたテストマーケティングの実効性を検証し、販路開拓への意識形成ならびに次代のクリエイターを

将来顧客と捉えたプロモーション活動と選ばれ求められる生地産地としての資質の向上を目指す開催委員会を支援する 

 CATV（ケーブルテレビ）開局経費（番組制作委託）          4,211千円 
     本年12月に開局予定のケーブルテレビ自主放送チャンネルで、市からのお知らせや各地域の身近な話題・行事などを伝えるための番

組制作経費 
 バイオファイバー活用型丹後ちりめん新展開                  3,977千円 
     織物業を対象として、植物由来製品(バイオファイバー)を主原料とした市域独自の新製品を開発し、企業の社会的責任(CSＲ)を接点と

した市場間連携の下に丹後ちりめん(丹後の織物)分野における新たな用途開発･付加価値創造を活性化する 

 世界ジオパークネットワーク加盟推進                   2,023千円 
     世界ジオパークネットワーク加盟へ向け京丹後市ジオパークネットワーク推進会での取組内容の検討およびフォーラム等を実施するな

ど、地域内でのネットワークづくりを推進する 

 起業アイデアコンペティションからの商品化･実用化              1,878千円 
     連携・協力に関する包括協定を提携している京都工芸繊維大学の学生を中心に、京丹後市の地域資源(産業、自然、文化など)を活用し

た学生の英知を融合させた斬新なアイデア(起業に関するもの)を募集・審査し、その実用化をめざす 

 6次産業創造プロジェクト                           1,625千円 
     専門委員(京都吉兆徳岡総料理長)とアドバイザー(有識者)を委嘱し、農林水産業者の所得および意欲の向上や雇用創出・安定を図る。

丹後産コシヒカリのうま味・品質基準づくりおよび京丹後サワラの食文化普及等を実施するとともに、新たな農商工連携の具体化を探る 

 京丹後サワラの地産地消                            600千円 
      水産業者、小売事業者、行政関係者で構成する「京丹後サワラの地産地消をすすめる会」が実施する、PR用食品シールの作成や調理

講習会などの京丹後サワラの地産地消推進の取り組みを支援する(補助期間：平成20～21年度) 

 農村環境を活かしたまちづくり推進                 500千円 
     土地改良事業、環境・生態系配慮工法等の宣伝と地域の歴史・伝統文化、特徴ある資源、自慢を市民や観光客などにアピールし、農村

環境を活かしたまちづくりを推進するための啓発看板を設置する 
 

来るべき本市発展・飛躍に向けた挑戦 

① その４ 

（１）豊かな特色を活かした飛躍へ向けた挑戦 ≪計 22,826千円≫ 

拡 

新 

新 

拡 

新 
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“まちの未来開拓”への取り組みの主要項目 
 水稲有機栽培試験研究圃委託                     479千円 
     京都吉兆徳岡総料理長の協力により、こだわり水稲栽培の実証研究を3年間同一ほ場で実施する 

 コウノトリ但馬空港利用航空運賃助成制度の創設                  400千円 
     コウノトリ但馬空港の利用者の拡大を図ることにより将来的に東京羽田空港への直行便を誘致するため、市民および市内在勤者がコウノトリ但馬

空港と東京羽田空港間の航空便の利用に対して航空運賃の一部を助成する 

 企画列車製造調査                          100千円 
      丹後機械工業協同組合と京都工芸繊維大学との連携により、北近畿タンゴ鉄道の企画車両を製造し、地域の技術集積力を発信していくための調

査・検討の取り組みを支援する 

 全国地域情報化推進セミナーの開催                    33千円 
      全国の自治体や企業などを対象に情報通信技術を利活用した地域情報化の取組事例等の紹介と情報交換を目的とするセミナーを(財)全国地域情報

化推進協会、総務省近畿総合通信局、京都府との共催により開催する(7月2日～3日)        

来るべき本市発展・飛躍に向けた挑戦 

② その４ 

主要項目計 3,491万円 

（２）百歳健康長寿など健康長寿の更なる推進 

□    老人クラブ活性化支援補助金                   11,344千円 
              市老人クラブ連合会の事務局体制を支え、老人クラブ活動がさらに活性化するよう支援する  

 健康推進員制度創設                        346千円 
     健康推進員を各地域からの推薦等により設置し、健康推進員が健康づくりの重要性や役割りを理解し、自らのやりがいとして取り組めるような研

修会の開催などの健康づくり施策を推進する 

 CATVを活用した在宅健康管理システム導入調査            197千円 
     在宅で計測した血圧や心電図のデータをケーブルテレビ回線を通してデータ集積し健康指導及び健康管理に役立つシステムの調査研究を実施する 

 百歳健康長寿推進計画策定                     197千円 
    “喜ぼう! 高齢化社会”、“感謝しよう! 長寿社会”を視点に健康長寿のまちづくりを推進するため、百歳健康長寿推進計画を策定する 

≪計 12,084千円≫ 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

拡 

新 
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  ひと・もの・ことが行き交う 
Ⅰ 交流経済都市 

■にぎわい創出プロジェクト構想 

 予算額 22億3,691万円 （構成比7.5％） 

定住の促進 

農林業の 

振興 

○京丹後ふるさと応援団運営 

○空き家情報バンク運営（拡充） 

○「百歳長寿京丹後市水と緑の里連絡会」活動（拡充） 

○地域雇用環境整備特別対策（新規）【再掲】 

◎◎製茶施設整備事業補助金製茶施設整備事業補助金（新規）（新規）  

○特Ａ産地の「丹後産コシヒカリ」ＰＲ（新規） 

◎◎クラインガルテン整備クラインガルテン整備（拡充）（拡充）  

○新規就農等拡大のための遊休農地利活用推進（新規）【再掲】 

○水稲有機栽培試験研究圃委託（新規）【再掲】 

○農村環境を活かしたまちづくり推進（新規）【再掲】 

○有害鳥獣対策の強化（拡充）【再掲】 

◎◎猪･鹿肉処理施設整備猪･鹿肉処理施設整備（拡充）（拡充）  

2,281千円 

100千円 

688千円 

50,000千円 

300300,,000000千円千円  

420千円 

105105,,600600千円千円  

2,214千円 

479千円 

500千円 

55,754千円 

3535,,044044千円千円  
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○広域誘客活動事業補助金（観光パンフレット作成）（新規）【再掲】 

○世界ジオパークネットワーク加盟推進（拡充） 【再掲】 

○ほんもの体験観光のまち推進（拡充） 

観光の 

振興 

商工業の 

振興 

Ⅰ 交流経済都市 

京丹後ブ 

ランドの 

販売戦略 

○あんしん雇用環境づくり（中小企業緊急雇用安定助成金）【再掲】 

○借入資金返済1年すえおき支援策（あんしん借換資金等利子補給）（拡充）【再掲】 

○信用保証料補助金【再掲】 

○製造･加工業経営革新等推進事業補助金（拡充） 【再掲】 
○雇用促進奨励金（工場新増設奨励金）（新規）【再掲】 

○起業アイデアコンペティション開催【再掲】 

○企画列車製造調査（新規）【再掲】 

○バイオファイバー活用型丹後ちりめん新展開（新規）【再掲】 

○丹後･知恵のものづくりパークとの連携（北部産業活性化拠点・京丹後）【再掲】 

○6次産業創造プロジェクト【再掲】 

○「特産品ショップ ホッと丹後」運営補助金 

漁業･海業 

の振興 
○京丹後サワラの地産地消（拡充） 【再掲】 

○クロアワビ養殖 

○蒲井海岸海流調査 

600千円 

1,675千円 

1,500千円 

69,440千円 

80,589千円 

50,000千円 

8,000千円 

1,200千円 

1,878千円 

100千円 

3,977千円 

22,194千円 

6,000千円 

2,023千円 

2,529千円 

1,625千円 

6,000千円 
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  暮らしの中でいのちが輝く 

Ⅱ 環境循環都市 

自然環境の 

保全と創造 

■環境先進都市推進プロジェクト構想 

 予算額 14億7,913万円 （構成比5.0％） 

新しいエネ 

ルギーの導 

入と活用 

○エコエネルギーセンター管理運営（新規） 

ごみ･廃棄 

物対策 

○不燃ごみ袋有料化（新規） 

○バキューム車更新（拡充） 

○竹野川衛生センター焼却炉大規模改修（拡充）  

400千円 

3,362千円 

20,000千円 

13,230千円 

11,944千円 

70,000千円 

○環境基本計画推進（新規） 

○斎場建設計画推進（拡充）【再掲】 
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 生きる喜びを共有できる 
Ⅲ 健やか安心都市 

○子ども医療給付【再掲】 

市民主体の 

健康づくり 

の推進 

医療保険制 

度の充実 

患者本位の 

医療体制の 

充実 

■安心ネットワーク形成プロジェクト構想 

 予算額 56億2,616万円 （構成比18.8％） 

○自殺予防対策（拡充） 【再掲】 

○健康推進員制度の創設（新規）【再掲】 

○ＣＡＴＶを活用した在宅健康管理システム導入調査（新規）【再掲】 

○妊婦健康診査の公費負担（拡充） 【再掲】 

○発達障害児等早期発見･早期療育支援（新規）【再掲】 

○医療確保奨学金等貸付金 

○市立病院改革プラン評価委員（新規） 

○離職者支援資金利子補給金（新規）【再掲】 

○ホームヘルパー2級課程講座開催補助金（新規）【再掲】 

支えあい、助 

けあいの地域 

福祉の推進 

2,044千円 

346千円 

197千円 

39,078千円 

674千円 

141,957千円 

8,400千円 

324千円 

22千円 

2,000千円 
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Ⅲ 健やか安心都市 

○○福祉タクシー等利用料助成金（ガソリン券導入）福祉タクシー等利用料助成金（ガソリン券導入）  （拡充）（拡充）【再掲】  

○障害者就労支援 

○障害者共同生活援助施設（グループホーム）設置補助金 

共に生きる障 

害者福祉の充 

実 

安心して暮ら 

せる高齢者福 

祉の充実 

○老人クラブ活性化支援補助金（拡充）【再掲】 

○高齢者安心生活支援 

○福祉有償運送事業運営補助金 

○健康長寿のさとづくり推進（拡充） 【再掲】 

77,,217217千円千円  

5,636千円 

1,000千円 

11,344千円 

2,643千円 

13,016千円 

2,980千円 
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 次代を担う若い力が活躍できる 

Ⅳ 生涯学習都市 

子育ての 

支援 

学校教育 

の充実 

■学びのミュージアム推進プロジェクト構想 

 予算額 30億9,222万円 （構成比10.4％） 

◎◎学校情報化推進学校情報化推進  

○小学校施設耐震診断および峰山中学校体育館耐震改修（新規）【再掲】 

○中学校スクールバス更新 

社会教育 

スポーツ 

の充実 

○地域子ども教室活動補助金 
◎学校支援地域本部（学校支援ボランティア） （拡充）  
○全国高等学校総合体育大会開催（新規） 

歴史文化 

遺産の保 

全と活用 

○京都府文化的景観看板設置（新規） 
○市史編さん 
○遺跡発掘調査 

4949,,628628千円千円  

68,423千円 

13,669千円 

68,096千円 
662千円 
295千円 

109,661千円 

1,700千円 
4,514千円 
12,897千円 

1,000千円 
8,549千円 
5,143千円 

○放課後児童クラブ運営（拡充） 【再掲】 
○子育て応援ハンドブックなどの作成（新規）【再掲】 
○子ども未来まちづくり審議会（新規）【再掲】 
○宇川統合保育所整備（拡充）【再掲】 
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 共に築き、結び合う 
Ⅴ パートナーシップ都市 

○京丹後コミュニティＦＭ放送委託（新規）【再掲】 
○市制5周年記念式典（新規） 
○市民力活性化推進プロジェクト補助金 
○市民協働のまちづくり事業補助金 

地域コミュニ 

ティの強化 

協働と共創の 

まちづくりの 

推進 

■パートナーシップ推進プロジェクト構想 

 予算額 5億8,051万円 （構成比1.9％） 

○地域集会施設等整備費補助金 

国際交流と 

地域間交流 

の推進 

○国際交流協会活動費補助金 
○木津川市等国内交流 

文化芸術活 

動の振興 

○京丹後文化のまちづくり推進補助金 
○公共ホール音楽活性化 

5,051千円 
3,206千円 
8,000千円 
18,000千円 

800千円 
390千円 

320千円 
1,639千円 

32,954千円 



 

  22 

 災害に強く、快適で暮らしやすい 

Ⅵ うるおい安全都市 

道路ネットワ 

ークの整備 

■快適･安全･交流都市形成プロジェクト構想 

 予算額 50億4,736万円 （構成比16.8％） 

○建設産業経営革新等事業費補助金【再掲】 

○橋りょう長寿命化（新規）【再掲】 

◎◎道路新設改良道路新設改良1515路線、地域活力基盤創造交付金（旧地方道路整備臨時路線、地域活力基盤創造交付金（旧地方道路整備臨時  

  交付金）交付金）55路線、過疎対策道路路線、過疎対策道路55路線路線  

住宅の供給と 

安心できる住 

環境の整備 

○公営住宅ストック総合活用計画策定（新規）【再掲】 

○木造住宅耐震診断および耐震改修補助金【再掲】 

地域交通の 

確保 

○峰山駅・木津温泉駅駐車場舗装（新規） 

○コウノトリ但馬空港利用航空運賃助成金（新規）【再掲】 

上下水道の 

整備 

○水洗化推進支援事業補助金【再掲】 

○網野地域内水処理対策（拡充） 【再掲】 

1,000千円 

2,500千円 

563563,,500500千円千円  

3,000千円 

1,760千円 

5,112千円 

400千円 

6,000千円 

60,000千円 
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Ⅵ うるおい安全都市 

◎◎ブロードバンドネットワーク整備ブロードバンドネットワーク整備（拡充）（拡充）    

○○ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）番組制作委託ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）番組制作委託（新規）（新規）【再掲】  

○全国地域情報化推進セミナー開催（新規）【再掲】 

地域情報化 

の推進 

消防･防災体 

制の強化 

○消防団協力事業所表示制度の創設（新規）【再掲】 

○高規格救急車更新【再掲】 

○防火水槽整備【再掲】 

○防災行政無線の運用【再掲】 

○地震想定防災訓練実施（拡充） 【再掲】 

50千円 

32,173千円 

36,000千円 

24,443千円 

1,030千円 

11,,745745,,379379千円千円  

44,,211211千円千円  

33千円 
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 ６つの基本方針の実施      
Ⅶ 計画推進のために 

■効率的な行財政運営の推進 

 予算額 118億9,771万円 （構成比39.6％） 

○第2次行財政改革大綱策定（Ｈ22～Ｈ26）（新規） 

○市民満足度調査 

○事務事業外部評価 

○公共工事の電子入札（拡充）  

○市有財産活用に向けた売却予定財産の不動産鑑定委託 

○京都府との税務共同化推進 

○市民向けの「わかりやすい予算書」の発行 

○総合計画後期計画策定（Ｈ22～Ｈ26）（新規） 

○公的資金の繰上償還 

 

523千円 

547千円 

294千円 

3,087千円 

2,436千円 

100千円 

1,271千円 

3,490千円 

328,383千円 
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歳出削減および歳入確保の取り組み 

                全会計で△2億1,600万円程度 
人件費カットを実施  （一般会計分 △1億5,200万円程度）  

イベント補助金を1年間休止       △3,400万円程度 

積極的な歳入確保対策          3,500万円程度 

『産業･雇用 緊急･総力支援策』を実施するため、市職員組合とも相談、合意により職員等の
給与カットを実施 
（市長15%、副市長・教育長10%、職員給料2.65%、管理職手当10～20%） 

『産業･雇用 緊急･総力支援策』を実施するため、各関係団体等のご理解をいただき、イベン
ト補助金（24件）を1年間休止（観光業者等への影響を考慮し、市外から多くの宿泊者を伴
うイベント関係補助金以外） 

未利用の市有財産の売却、不燃ごみ袋の有料化を実施（その他、国府制度を積極的に活用） 

計 ２億5,000万円程度の削減  

産業･雇用 緊急･総力支援策を実施するため、
市職員組合とも相談、合意により 
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臨時的な財源確保対策 

 ■財政調整基金の取り崩し 

   ６億４,０００万円（⑳ ９億５,０００万円） 

  

 ■その他特定目的基金の取り崩し 

   ２億  ８２４万円（⑳ ２億７,１７０万円） 

予算編成時において、未確定歳入の代
替財源として計上。年度内で復元努力。 
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公的資金繰上償還等の実施 

 ■平成２１年度繰上償還額 ３億２,８３８万円 

 ・昭和６０年～平成３年借入分、借入利率５.２％～６.６％ 

 ・うち低利借換分２億９,１８０万円 

  （借換後の利率１.３％～１.６％を想定） 

 平成２1年度繰上償還（借換債発行）による利子軽減額 

 高利の公的資金（財政融資資金・簡保資金等）の繰上償還・低利借換を補償金免除で行う 

ことができる制度を活用（公債費負担軽減措置として平成１９年度から３年間実施される） 

４,７６８万円の財政効果 
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４つの健全化判断比率への対応 

 ２０年度決算から健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債
費比率、将来負担比率）のいずれかが早期健全化基準を超えた場合は、『財政健全
化計画』を策定しなければならないため、当初予算編成時から健全化判断比率への
対応に留意する必要がある 
  ☞平成１９年度決算に基づく京丹後市の健全化判断比率は、４指標とも国の定める適正基準の範囲内 

◆健全化判断比率への対応 
 ・高金利市債の繰上償還または借換えを積極的に実施し、将来の公債費の負担 
  増加を抑制 
 ・将来負担を伴う債務負担行為については、その事業効果等を厳格に審査した 
  上で設定するとともに、出資法人等に対する損失補償等は厳に慎む 
 ・「スクラップ・アンド・ビルド」の徹底 
 ・特別会計については、「独立採算の原則」を堅持し、それぞれの事業収入に 
  応じた事業（施策）を実施するとともに、収入額の増額に努める 
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開かれた予算編成 

 市民の皆さんに開かれた予算編成を行うため、予
算編成方針の公開、予算編成過程の財政課査定・
総務部長査定、市長査定の状況について、それぞ
れ査定が終了した段階で公開 

 

 各地区からの要望に対する査定結果の開示を実施。
最終決定に先立ち復活要望について調整 

   ･地域復活要望事業 20事業（⑳ － ⑲24事業 ⑱26事業 ⑰32事業） 

     ･最終追加復活事業   3事業 700万円 
    （⑳ － ⑲17事業 4,380万円 ⑱12事業 5,258万円 ⑰9事業 5,915万円） 
      ※20年度当初予算は骨格予算であったことから復活要望の取り組みは未実施   
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その他の特徴点 

 新しい組織･機構での予算編成 

 指定管理者との協議･調整 

 京都府からの権限移譲 

 

（事務的な特徴点） 

 議会基本条例による政策･事業等説明資料の作成 


